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点
「
李
察
師
弟
」
2
0
年
か
け
定
着

中
国
が
掲
げ
る
「
一
国
二
制
度
」
に
よ
る
統
一
を
拒
ん

だ
台
湾
の
李
登
輝
元
総
統
（
9
7
）
が
死
去
し
た
。
台
湾
で
は

中
国
へ
の
抵
抗
の
構
図
が
定
着
、
香
港
で
も
民
主
派
の
若

者
が
立
ち
上
が
る
。
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
に
と
っ
て
、

台
湾
統
一
は
歴
代
指
導
者
が
成
し
得
な
か
っ
た
悲
願
。
締

め
付
け
を
強
め
る
が
、
達
成
は
遠
の
く
ば
か
り
だ
。

「
歴
史
の
罪
人
」

「
歴
史
の
罪
人
」
。
中
国
圏

営
中
央
テ
レ
ビ
は
7
月
3
1
日
の

報
道
で
、
李
氏
を
死
後
も
罵
倒

した。二
死
を
ど
う
表
現
す
べ
き

か
」
。
中
国
当
局
は
李
氏
の
病
状

悪
化
を
受
け
、
死
去
時
の
伝
え

方
に
つ
い
て
秘
密
裏
に
検
討
を

重
ね
た
。
中
国
筋
は
明
か
す
。
死

者
へ
の
敬
意
が
に
じ
む
「
病
逝
」

で
は
な
く
「
病
亡
」
と
い
う
表
現

を
用
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

李
氏
は
1
9
9
9
年
に
中
台

関
係
を
「
特
殊
な
国
と
国
の
関

係
」
と
し
た
「
二
国
論
」
を
宣

言
し
、
二
国
二
制
度
」
に
よ

る
、
中
国
の
台
湾
統
一
を
真
っ

向
か
ら
否
定
。
中
国
に
と
っ
て

「
絶
対
に
許
せ
な
い
」
　
（
中
国

紙
）
因
縁
の
轍
だ
。

李
氏
が
高
齢
と
な
り
影
響
力

が
衰
え
た
2
0
1
9
年
1
月
、

習
氏
は
李
氏
の
支
持
す
る
台
湾

独
立
志
向
の
与
党
、
民
主
進
歩

党
（
民
進
党
）
が
前
年
の
統
一

地
方
選
で
惨
敗
し
た
こ
と
を

㊤
2
0
1
2
年
1
月
、
台
湾
総
統
選
前
日
の
集
会
で
、

李
登
輝
元
総
統
（
右
）
と
手
を
上
げ
る
馬
連
党
の
察
英
文

主
席
　
　
　
　
　
　
＝
台
湾
・
新
北
市
（
共
同
）

㊦
平
井
数
馬
の
墓
を
訪
れ
た
李
登
輝
氏
（
左
）
。
右
は

平
井
真
理
子
さ
ん

＝
0
0
年
9
月
、
照
本
市
（
日
本
李
登
輝
友
の
会
提
㊧

〝
勝
機
〟
と
捉
え
、
同
制
度
に

よ
る
台
湾
統
一
を
正
面
か
ら
訴

えた。そ
れ
が
畠
百
に
。
中
国
の
統

一
圧
力
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
明

確
に
し
た
民
進
党
の
察
英
文
総

統
に
支
持
が
集
ま
り
、
今
年
1

月
の
察
氏
の
総
統
再
選
を
後
押

し
し
た
。
さ
ら
に
6
月
の
香
港

国
家
安
全
維
持
法
（
国
安
法
）

制
定
で
、
香
港
の
一
国
二
制
度

を
形
骸
化
さ
せ
、
台
湾
で
同
制

度
へ
の
拒
否
感
を
強
め
る
結
果

に
。
習
指
軽
部
は
制
度
の
扱
い

で
「
失
敗
を
重
ね
て
い
る
」
（
北

京
の
大
学
教
授
）
。

「
二
国
璽

し
た
が
、
l
起
草
に
携
わ
っ
た
の

は
察
氏
だ
。
「
国
家
主
権
に
対

す
る
堅
固
な
姿
勢
は
私
に
深
い

印
象
を
与
え
た
」
。
察
氏
は
7

月
0
0
日
夜
、
か
つ
て
部
下
と
し

て
仕
え
た
李
氏
か
ら
受
け
わ
鞍

饗
の
大
き
さ
を
振
り
返
っ
湾

約
2
0
年
か
け
て
「
李
察
師
弟

ペ
ア
」
が
打
ち
出
し
た
中
国
の

統
一
圧
力
に
抵
抗
す
る
構
図
。
日

吉
露
人
意
聾
の
高
ま
り
宅

共
鳴
し
、
今
の
台
湾
で
主
流
の

民
意
と
し
て
定
着
し
た
。

李
氏
が
三
国
諭
」
を
宣
言

し
た
背
景
は
何
か
。
李
氏
が
総

統
に
就
任
し
た
翌
年
の
1
9
8

9
年
中
国
で
学
生
の
民
主
化

運
動
を
武
力
弾
圧
し
た
天
安
門

事
件
が
発
生
。
I
共
産
党
は
政
治

改
革
を
放
棄
し
て
一
党
独
裁
支

配
を
強
化
し
て
い
っ
た
∵

一
方
、
事
件
に
衝
撃
を
受
け

た
台
湾
は
民
主
化
を
着
々
と
推

進
し
た
。
憲
法
改
正
、
司
法
改
革

…
。
9
6
年
に
は
総
統
直
接
選
挙

を
実
薯
中
台
の
価
値
観
と
統

治
の
仕
組
み
は
既
に
全
く
相
い

れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

（
香
港
、
台
北
、
北
京
共
同
）

台
湾
で
半
旗
掲
揚

追
悼
場
の
設
置
も

【
ム
毘
共
同
】
台
湾
総
統
府

の
報
道
官
は
3
1
日
、
李
登
輝
元

総
統
の
死
去
を
受
け
て
、
政
府

機
関
と
学
校
で
固
廿
午
後
か
ら

8
月
2
日
ま
で
半
旗
を
掲
ぼ
る

ほ
か
、
総
統
府
近
く
の
迎
賓
館

「
台
北
賓
館
」
に
追
悼
場
を
隷
置

し
、
同
1
日
か
ら
1
6
日
ま
で
一

般
公
開
す
る
と
発
表
し
た
。
告

別
式
の
日
程
は
未
定
。
李
氏
の

遺
書
な
ど
に
基
づ
き
、
追
悼
場

へ
の
団
体
で
の
訪
問
や
花
輪
や

花
か
ご
は
辞
退
す
る
と
し
た
。

「
懐
大
き
く
」
「
い
つ
も

九
州
で
も
交
流
へ
関
係
者
悼
む

7
月
約
日
に
死
去
じ
た
台
湾

の
李
登
輝
元
総
統
は
坑
州
の
関

係
者
と
も
強
い
絆
で
結
ば
れ
て

い
た
。
2
0
0
9
年
9
月
に
は

熊
本
県
を
3
泊
4
日
の
日
程
で

訪
問
し
、
旧
交
を
温
め
た
。

こ
の
と
き
、
台
湾
近
代
教
育

の
礎
を
築
い
た
一
人
と
さ
れ
る

熊
本
出
身
の
教
育
者
、
平
井
数

馬
の
墓
を
案
内
し
た
平
井
真
理

子
さ
ん
（
7
0
）
＝
福
岡
市
博
多
区

＝
は
「
日
本
の
教
育
の
お
か
げ

で
今
の
台
湾
が
あ
る
と
語
っ
て

い
た
姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と

故
人
を
し
の
ぶ
。

真
理
子
さ
ん
は
数
馬
の
兄
の

孫
で
、
李
氏
と
の
交
流
は
日
毎

に
及
ん
だ
。
日
本
が
台
湾
を
繰

治
し
て
い
た
過
去
を
気
に
灘
塔

真
理
子
さ
ん
に
対
し
て
、
華
氏

が
か
け
た
の
は
「
日
本
は
悪
く

な
い
」
と
の
言
葉
。
「
背
の
商

い
大
き
な
人
で
し
た
が
、
本
当

に
優
し
く
て
、
懐
も
大
き
な
人

で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
－

熊
本
訪
問
の
際
に
案
内
役
の

一
人
だ
っ
た
多
久
喜
郎
さ
ん

（
6
6
）
＝
同
県
A
里
心
市
＝
は
、
李

氏
と
出
会
っ
て
1
5
年
以
上
に
な

る
。
「
か
つ
て
手
紙
を
書
い
て

送
っ
た
と
こ
ろ
、
T
重
な
返
信

を
も
ら
っ
て
驚
い
た
」
こ
と
を

覚
え
て
い
る
『
「
ざ
っ
く
ば
ら

ん
で
一
日
本
は
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
人
だ
っ
た
」
と
尽

き
ぬ
思
い
出
を
語
る
。

－
久
留
米
大
の
大
矢
野
栄
次
教

授
（
経
済
学
）
は
二
十
数
年
前

雲
蓮
で
李
氏
と
面
会
し
て
以

来
、
自
宅
や
研
究
所
な
ど
を
し

ば
し
ば
訪
れ
交
流
を
深
め
た
。

大
矢
野
教
授
に
よ
る
と
、
李

氏
は
「
重
器
な
ど
を
き
ち
ん
と
′

読
ん
で
議
論
を
挑
む
と
、
真
剣

に
応
じ
て
く
れ
る
。
だ
が
、
こ

ち
ら
が
不
勉
強
だ
と
け
ん
も
ほ

ろ
ろ
。
苦
か
た
ぎ
の
〝
日
本
人
〟

だ
っ
た
」
。
議
論
が
白
熱
し
、

1
5
分
間
の
碩
馨
予
定
が
2
時
間

に
延
び
繚
凄
潜
っ
た
。
「

大
矢
野
教
授
は
8
回
に
わ
た

り
久
留
米
大
の
学
生
約
2
0
人
を

連
れ
て
渡
合
し
、
李
氏
の
講
義

を
受
け
た
。
李
氏
は
学
生
ら
に

「
昔
の
日
本
人
は
誇
り
を
持
っ

て
台
湾
を
支
配
し
た
。
君
た
ち

も
誇
り
を
持
て
」
な
ど
と
、
べ

ら
ん
め
え
頚
の
日
本
語
で
語
り

か
け
た
と
い
う
。
「
李
氏
は
い

つ
も
爽
快
な
ほ
少
憲
壷
で
、
学

生
は
驚
い
て
い
た
」
と
話
し
た
。

（
久
永
健
忘
、

牒
俗
鰹


